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寒い日が続いておりますが，お元気でご活躍の事と存じます。2008年がスタートしてあっとい

う間にもう2月です。今年は全員の方へチョコレートを贈らせていただきました。 

もちろん男性の方へは愛を込めてチョコレートをプレゼント！ 女性の方へは3月8日の 

〝国際女性デー〝のアニバーサリーを祝してチョコレートをプレゼント！ 

北海道の「六花亭」から取り寄せました。ビタスィートチョコレートです、どうぞお召し上が

り下さい。 

 

今月のテーマ 

1， バレンタインデーの始まり 

2， 3月8日は国際女性デー 

3， 知らなかったでは手遅れ 年金の贈与税 

 
≪ バレンタインデ－の始まり ≫ 
中世ヨーロッパで聖バレンタインは愛の守護神とみなされるようになり、１４世紀頃からこの

日に恋人たちが贈り物やカードを交換するとか、その日の最初に出会った異性を「バレンタイン
の男性」「バレンタインの女性」と向こう一年間呼び合うという風習などが出来てきています。そ
してこれが第一次世界大戦後にアメリカで急速に恋人達の日として普及し、
日本でも昭和５０年代前後から「女性が男性にチョコレートを贈って愛
を告白する日」として広まりました。現在国内の調査によれば約６０％
の女性がこの日にチョコレート等の贈り物をしているとのことで、チョ
コレートの消費量もこの時期に年間の２割程度を消費しているようです。 
 
≪ 国際女性デー ≫ 
国連総会は1977年12月16日、加盟国に対し、自らの歴史的・国民的な伝統および習慣を考慮

しつつ、一年の中で任意の日を選び、「国際女性デー」を宣言するよう呼びかけた。加盟国は女性

に対する差別の撤廃のため、および、女性が十全かつ平等に社会開発に参加できるようにする為、

環境を整備するよう要請された。この行動は、国連総会が宣言した「国際婦人年（1975 年）」お

よび「国際婦人のための10年（1976～1985年）」に際してとられたものである。 

国際連合は、国際婦人年であった 1975 年の 3 月 8 日以来、この日を「国際女性デー」として

いる。1999年のこの日に際し、事務総長は「労働の世界においても，医療へのアクセスにおいて

も、社会サービスと社会的セーフティーネットの提供においても、平和建設と復興においても、

さらに、もっとも重要な事として家庭においても、女性が依然として被っている差別と不利な扱

いをなくすこと」を求めました。 

平成20年 2月吉日 
オフィスＡＳＡＤＡ通信のご案内 

この3つの情報を提供させていた

だきます。 

※ 一家庭ひとつのプレゼントとさせて頂きました事ご了承下さい。 
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※上記文面の「税金も安くなるし
．．．．．．．．

」＝個人年金保険料控除の事 

 

≪ 知らなかったでは手遅れ ― 年金の贈与税 ― ≫ 
ある日、私は30代の奥様から次のような話を伺いました。 

「私たちの老後は厚生年金だけだと心配なので、先日○○生命の個人年金に加入したんです。」 

保険会社の人が「奥さん、税金も安くなる
．．．．．．．

し
．
団体割引もあるから契約者をご主人にして被保険者

と年金受取人を奥さんにしたほうがいいですよ」と言われ「なるほどいい名案だ！と思い加入し

たんです。いい入り方をしたでしょ！」と奥様は自慢されておりました。 
 

 
さぁ…！ 皆さまはどう思われますか？ 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《年金の支給開始時点で贈与税の課税が発生しますよ！！》 

 
この契約の形は年金開始時点で、妻の年金受給権に対して贈与税が課税されます。年金開始以降
の妻の受け取る毎年の年金には、雑所得として所得税と、住民税が課税されます。 
 
 
《年金受取人の変更は出来ませんよ！！》 

 
年金開始時点で贈与税が課税されるのを免れるため、年金開始前に受取人を夫に変更しようとし
ても認められません。 
 
 
《契約者を妻に変更しても問題ありますよ！！》 

 
同様に契約者を妻に変更しても、夫が保険料を負担した分に対しては年金受給権の評価額が贈与
税の課税対象となります。 
 
 
★ 皆さまへ 
 
生命保険や個人年金保険はお客様の生活を守るための大切な財産です。 

しかし、税金について知らなかったばかりに、損をしてしまったと言う事があってはなりません。 
「もっと早く知っていたらこんな事にならなかったのに」…等と後々慌てないためにも、今一度、
現在ご加入の生命保険や個人年金保険の、保障内容や、契約形態（契約のかたち）を検討された
ら如何でしょうか。 

 

 ご相談がございましたら、いつでもどうぞご連絡下さい。 

この 「 契 約 形 態 」 には気をつけましょう！ 

【税制適格特約付個人年金保険】 

（ 契約者＝保険料負担者 ） 

      


